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問010037問題
機械語命令に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。

この機械語が実行されるＣＰＵの１語は１６ビットで，ＣＰＵには１語長の汎用レジスタが四

つ（レジスタ番号０～３）ある。主記憶容量は１,０００語（番地０～９９９）あり，命令語は７

００番地以降に格納される。命令語の形式は図１に示すとおりである。命令には１語命令と２語

命令があり，１語命令の場合は１語目だけで構成される。

図１で使用している記号の説明を表１に，命令の実効アドレスの算出方法を表２に，命令の対

（ ， ） ，象となるデータが設定されているレジスタ 以下 ソースレジスタという の指定方法を表３に

命令の仕様（一部）を表４に示す。数字の末尾にｈが付いているものは１６進数表記である。
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１

命令を実行する前のレジスタの内容は，図２のとおりとする。この状態で図３のプログラムを

先頭の７００番地から順に実行した。

命令語２の実行が終わった時点での，レジスタ番号１のレジスタの内容は ａ である。

命令語５の実行が終わった時点での，レジスタ番号１のレジスタの内容は ｂ であり，レ

ジスタ番号３のレジスタの内容は ｃ である。

解答群

ア １００ イ ２００ ウ ３００

エ ４００ オ ５００ カ ６００
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レジスタと主記憶の内容が図４に示す値のとき，レジスタ番号１のレジスタに１００を設問２

設定する命令語の記述として誤りであるものを，解答群の中から選べ。
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